
この広報紙は、古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています○県民だよりの発行経費の一部に充てるため広告を掲載しています。広告の内容については、広告主にお問い合わせください 環境にやさしい大豆油インキを使用しています

栃木県の人口〔12月1日現在〕1,941,167人（前月比668人減）世帯数795,858世帯（前月比257世帯増） 読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています
❹

答え

１ 	新年を祝うため、子どもなどに贈る金品(金銭)
2 	戦場ヶ原や湯ノ湖などがある地域「○○日光」
3 	栃木県が開発したオリジナル酒米「夢○○○」
4 	国内生産量の約99パーセントを栃木県産が占め

ている食品（乾物）「○○ぴょう」
5 	平成30年に放送されたJR東日本のCMでロケ地

となった大田原市（旧黒羽町）にある禅寺
7 	美しい自然に囲まれた那珂川町「こい○○地区」

の棚田
9 	八溝山系地域の野生イノシシ肉「八溝○○○る」
１2	日本のお正月の伝統的な遊びといえば、たこ揚げ

や羽根突き、「○◯回し」などがあげられます

1 	関西圏での栃木県の情報発信拠点「○○○○セン
ター」

6 	栃木県の○○○○品は、いちごや二条大麦など
7 	県内では煮付けにするのが一般的なサメ「○○ンボ」
8 	お祭りで引き回す豪華に装飾された出し物。栃

木市には「とちぎ○○会館」があります
１0	 11月にライトアップされた日光市の名勝「○○○

の滝」
１1	著名な作家に濱

はま
田
だ

庄
しょう

司
じ

などがあげられる陶器「○
○○焼」

１3	平成31年3月に国重要無形民俗文化財に指定され
た、毎年5月に小山市で行われる「○○○のじゃが
まいた」

ヒント：栃木県のいちご生産量が、半世紀に渡り日本
一となっていることなどを表す呼称

　はがきに、パズルの答え・郵便番号・住所・氏
名・年齢・電話番号・ご感想を記入の上、次の宛先
までご応募ください｡正解者の中から抽選で5名
の方にとちぎ和牛（すき焼き用）をプレゼントし
ます。〔締切：1/17（金）必着〕
※2月上旬発送予定
〒320-8501�栃木県広報課「とちぎ県民だより」係

二重線のマスの文字を並べかえると

　「もし私が知事になったら、こんなことをしてみたい」というテーマで、小学校4、5、
6年生を対象に作文を募集した「ジュニア知事さん」には、2,051名の方からふるさと“と
ちぎ”への愛着や優しい思いやりにあふれた提案などが寄せられました。その中から
知事賞を受賞した16名の方の表彰式を12月10日に県公館で行いました。
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　受賞者の作文は、県庁本館1階県政展示コーナー｢みんなでつくるとちぎ」で1/31（金）
まで展示するほか、県ホームページにも掲載しています。
ジュニア知事さん 栃木県 検索  
　また、とちぎテレビで放送中の県広報番組｢知っトク！なるとちっ」で、ジュニア知
事さんを紹介します。放送は2/16（日）午前9時～15分です。ぜひ、ご覧ください。
問県広報課☎028-623-2158

タテのカギ

ヨコのカギ

いちご ・栃木

栃木県は、いちごの生産量が半世紀に
渡り日本一の｢いちご王国｣。1月15日の
『｢いちご王国」の夕

ゆうべ
』をはじめ、いちご

がテーマのイベントを開催します。

　とちぎの花といちごをPR
するイベントです。

●高校生による「苺
いちご

と花のファッション
ショー」
●とちぎ未来大使の
横田悠二さん（シン
ガーソングライター）
によるミニコンサート
●新品種いちご等が
当たる抽選会 など

●いちご王国の国王登場
●いちご王国PR動画発表
●「光のいちご畑」点灯式（イ
ルミネーション）など

●いちご関連商品の販売
●新品種いちご｢栃木i37号｣の
サンプル配布、名称人気投票
●いちごを
モチーフと
した衣装の
方にいちご
ミニパック
プレゼント

問県経済流通課☎028-623-2298

問同フェスティバル実行委員会（県生産振興課内）☎028-623-2329

昨年のファッション
ショーの様子

いちご王国国王

花と苺のフェスティバル

　　現在の栃木県は海なし県で
すが、約1万年前から始まった縄
文海進により､海水が陸地奥深
くへ浸入し､約6,000年前の栃木
市、小山市は海に面していたよ
うです｡この海は奥東京湾と呼
ばれており､栃木市篠山貝塚と
野木町野渡貝塚はその最奥にありました｡山の獣を狩り、木
の実などを食べていたイメージの強い縄文人ですが､貝塚を
よく観察すると川や海に近いムラでは､その｢食卓｣に貝や魚
などもたくさん並んでいたことが分かります。
　本テーマ展は ｢食べる｣ がキーワード｡篠山貝塚・野渡貝塚
から見つかった資料を中心に展示し、漁労を行い､川や海と
ともに暮らしていた当時の｢栃木県人｣のくらしを紹介します。

栃木の海と貝塚

文化通信文化通信

栃木県立博物館栃木県立博物館

場所 とちぎ花センター（栃木市)
※当日は入場無料！

時間 午前9時30分～午後4時

場所 県庁本館1階県民ロビー

2/29
(土)

3/1
(日)

栃木i37号

みんなに来て
ほしいまる～！

新春特別企画

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
会期：2/22（土）～4/5（日）⃝休月曜（2/24を除く）、2/25（火）
問同館（宇都宮市）☎028-634-1312
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ハンガリー語でおもてなし！
●あなたのお名前は?
Hogy  hívják（ホジ ヒーヴィヤーク）?

●私は◯◯です。　※◯◯には人の名前が入ります
◯◯  vagyok（◯◯ ヴァジョク）. 

マルシェ（午後3時～6時）

セレモニー（午後5時～30分）

「いちご王国」の夕

「ジュニア知事さん」表彰式

1/15
(水)
ステージイベント（午後4時～55分）

篠山貝塚の貝層


